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*サラフィナ Sarafina（07 Refuse To Bend）仏国産，仏６勝，仏オー
クス -G1（芝2100ｍ），サンクルー大賞典-G1（芝2400ｍ），サンタラリ賞
-G1（芝2000ｍ），フォワ賞-G2（芝2400ｍ），コリダ賞-G2（芝2100ｍ），
ガネー賞-G1２着，凱旋門賞-G1３着，ヴェルメイユ賞-G1３着，北米入
着，ＢＣターフ -G1４着。産駒
ジェニアル Geniale（14 牡 鹿 ディープインパクト）２勝，仏１勝，メシ

ドール賞-G3（芝1600ｍ）。種牡馬
プリュス（15 牝 鹿 ヴィクトワールピサ）２勝，清洲特別（芝1400ｍ）
ゴータイミング（16 牡 鹿 ディープインパクト）３勝，野分特別（芝1800

ｍ），ラジオＮＩＫＫＥＩ賞-G3３着
サヴァラン Savarin（17 牝 鹿 ディープインパクト）仏２勝，オマール賞

-G3（芝1600ｍ）
マイプレシャス（18 牡 鹿 ヴィクトワールピサ）２勝
ブラックヒル（20 牡 鹿 キタサンブラック）１戦，○現
カルデア（21 牡 鹿 *ブリックスアンドモルタル）未出走

サナリヤ Sanariya（96 Darshaan）英入着。産駒
サンダジール Sandagiyr（牡 Dr Fong）仏２勝，Prix de Pontarme-L，

UAE１勝，ファイアブレイクＳ-G3，ザビール マイル -G2４着
サナヤ Sanaya（牝 Barathea）仏３勝，Prix Casimir Delamarre-L，サンタ

ラリ賞-G1２着，ペネロープ賞-G3２着，クレオパトル賞-G3２着，レ
ゼルヴワール賞-G3２着，Prix Charles Laffitte-L２着，Prix Solitu-
de-L２着，フィユ ド レール賞-G3３着，UAE１勝，Cape Verdi-L

サンジダ Sanjida（牝 Polish Precedent）仏１勝，Prix Volterra-L２着，
Prix Occitanie-L２着，Prix Charles Laffitte-L２着，コンデ賞-G3３
着。シムカミル Simca Mille（ニエル賞-G2）の祖母

サマドリサ Samadrisa（牝 Oasis Dream）仏１勝。シミーン Simeen
（Prix Volterra-L）の母

リフューズ トゥ ベンド Refuse To Bend は愛国産，愛英７勝，英2000
ギニー -G1，エクリプスＳ-G1。主な産駒：*サラフィナ（仏オークス -G1），ウ
ェイヴァリング（サンタラリ賞-G1），リフューズ トゥ ボビン（共和国大統領
賞-G1）。【ＢＭＳ：主な産駒】サヴァラン（オマール賞-G3），ジェニアル（メシ
ドール賞-G3），*グレイトペイジ（カルヴァドス賞-G3）
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●提供 社台ファーム　 ●生産 社台ファーム　 ●繋養 社台ファーム

サラフィナの22
1口125万円  （総額5,000万円）

骨量に恵まれた四肢が雄大な馬体をガッシリと支えている立ち姿
は、安定感に満ちています。特に臀部の張り出しが優れており、後肢
の可動域も大きく、推進力は僚馬の中でもトップレベルです。狂いの
ないリズムで振り降ろされる前肢がブレることはけっしてなく、たとえ
地面がどんな状態でも力を逃がしません。また、放牧地では群れの
喧騒に動じず、この時期の牝馬とは思えない安定したメンタルを
保っており、これならば馬場状態や展開を不問とし、距離も広く
対応できるはずです。一見して脳裏に焼きつく派手な顔だけで
なく、その走りでターフの注目を集めるのは間違いないでしょう。


